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我々は格子結合型プラズモニック基板上でサンドイッチアッセイにより蛍光標識したインフル

エンザ核タンパク（NP）を検出するバイオセンサを開発してきた。このようなバイオセンサでは、

ナノ構造体上での抗体分子の分布が、S/N に直結する重要な情報であり、表面増強ラマン散乱[1,2]

で観測した例はあるが、蛍光で観測した例はない。今回、染色細胞等の観察で使われている超解

像顕微鏡を用いてアッセイ後の標識抗体の発光を観察し、局在表面プラズモン共鳴により増強さ

れたナノレベルの発光分布を可視化することに成功したので報告する。 

Fig.1が今回用いた格子結合型プラズモニック基板の SEM像で、Auの柱状突起が 470nmピッチ、

隙間約 10nm で並んだ六方稠密構造である。この Au 膜上に VHH 抗体を固定化し、インフルエン

ザ NP のサンドイッチアッセイを行い、ニコン社の STORM 型超解像顕微鏡により発光分布の観

察を行った。Fig.2 は、プラズモン共鳴する 647nm レーザーで蛍光標識抗体を励起した時の超解像

顕微鏡像の例であり、左の NP 濃度が 10nM の時には、Fig.1 と同じピッチの六方格子模様が見え、

局在プラズモン共鳴による電界増強が生じる突起間の隙間近傍が発光しているのが分かる。 
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Fig.1 SEM image of grating-coupled  

plasmonic substrate in our biosensor 

Fig.2 Super-resolution microscope images of the biosensor 

after immunoassay of different conc. of flu NP 
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